
    

       

 

松 ま
つ 

瀬 せ 

青 せ
い 

々 せ
い 

旧
き
ゅ
う 

跡 せ
き 

（
所
在
地
）
海
老
江
四
丁
目
一
〇-

一
七 

 

青
々
は
、
仏
教
に
大
変
深
い
造
詣

ぞ
う
け
い

を
持
ち
、
南
桂

な
ん
け
い

寺
で
仏
教
に
因 ち

な

ん
だ
俳
句

十
二
枚
を
残
す
な
ど
海
老
江
の
句
会
創
始

そ

う

し

に
大
変
尽
力

じ
ん
り
ょ
く

し
た
。
天
王
寺
に
転

居
し
た
後
も
六
十
八
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
交
流
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。 
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【
碑
文 

左
】 

（
正 

面
） 

 
松
瀬
青
々
旧
跡 

（
右
側
面
） 

 

捲
鳥
会 

（
左
側
面
） 

 

明
治
丗
九
年
生
地 

 

大
川
町
ヨ
リ
移
転  

 

大
正
十
年
天
王
寺  

一
本
松
に
移
ル 
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【
碑 

文  

右
︼  

「
松 ま

つ 

瀬 せ 

青 せ
い 

々 せ
い 

旧 

跡
」 

 

松
瀬
青
々
は
明
治
二
年
四
月
船
場
の
薪
炭

し
ん
た
ん

商
の
長
男
と
し
て 

生
ま
れ
た
。
本
名
は
弥
三
郎
、
北
浜
小
学
校
を
卒
業
後
、
丁
稚 

奉
公
や
呉
服
商
を
し
た
が
、
そ
の
の
ち
、
第
一
銀
行
大
阪
支
店 

に
入
社
し
た
。
二
八
歳
の
頃
か
ら
俳
句
を
学
び
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」 

に
投
句
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
正
岡
子
規
と
出
会
い
、
勤
め
て 

い
た
第
一
銀
行
を
辞 や

め
て
上
京
し
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
編
集
に
当 

た
っ
た
。
明
治
三
三
年
大
阪
へ
戻
り
大
阪
朝
日
新
聞
社
に
入
り 

朝
日
俳
壇
を
担
当
し
て
い
た
。
翌
年
「
宝
船

た
か
ら
ぶ
ね

」
を
創
刊
。
大
正 

十
年
「
倦 け

ん

鳥
ち
ょ
う

」
に
改
題
し
、
没
年
ま
で
こ
れ
を
主
宰
し
た
。
ま 

た
、
句
集
「
松
苗

ま
つ
な
え

」「
妻
木

つ

ま

き

」
な
ど
を
発
刊
し
た
。
松
瀬
青
々
の 

俳
句
は
、
清
澄

せ
い
ち
ょ
う

な
主
情
的
自
然
詠
・
人
事
句
に
す
ぐ
れ
、
客
観 

写
生
の
高
浜
虚
子
と
並
び
称 た

た

え
ら
れ
た
。
こ
の
近
く
の
八
坂
神 

社
境
内
に
松
瀬
青
々
の
句
碑
が
立
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

菜
の
花
の 

は
じ
め
や
北
に 

雪
の
山 

 
明
治
三
九
年
の
年
の
瀬
に
、
生
地
の
大
川
町
か
ら
海
老
江
に 

移
り
、
大
正
十
年
ま
で
こ
こ
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
碑
が 

建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 


